
RESAS を活用した政策立案ワークショップ（秋田県鹿角市） 

概要 

 

令和４年６月 

内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 

内閣府 地方創生推進室 

経済産業省 東北経済産業局 

 

秋田県鹿角市にて、地方創生や産業政策に携わる職員等を中心に、「地域経

済分析システム（RESAS）」を活用した政策立案ワークショップを下記のとおり

開催しました。 

鹿角市は、今年度、東北経済産業局の「RESAS を活用した施策立案支援事

業」による支援を受けて、RESAS の活用に取り組んできましたが、この度、前

三菱総合研究所客員研究員の赤川彰彦氏、青山社中株式会社地域活性化担当、

一般社団法人日本と世界をつなぐ会理事の水野貴允氏の協力を得て、鹿角市の

製造業の労働生産性向上を題材にしたワークショップを開催しました。 

市職員による分析発表や参加者の意見交換を通じて、これまで市で取り組ん

できた産業政策の成果を振り返るとともに、今後の産業政策の在り方を考える

機会となりました。 

 

１ テーマ：「新たな鹿角流ビジネスモデルの構築に向けた課題と対策（産業）」 

２ 日 時：令和４年３月２３日（水曜日）１３時～１５時 

３ 会 場：鹿角市交流センター 講堂 

４ 主 催：鹿角市、内閣官房 デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 

      経済産業省 東北経済産業局 

５ 参加者：  

・鹿角市職員 

・鹿角公共職業安定所 

・かづの商工会 

・前三菱総合研究所 客員研究員 赤川 彰彦 氏 

・青山社中株式会社地域活性化担当、一般社団法人日本と世界をつなぐ会理事 水野 貴允 氏 

・内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局職員 

・経済産業省職員（地域経済産業グループ） 

・経済産業省東北経済産業局職員（企画調査課） 

 

合計 ２４名 



６ 議事次第 

① 鹿角市職員による RESAS 分析結果発表 

② 有識者によるデータ分析と意見 

③ 政策ディスカッション 

 

（１）ワークショップ実施の背景  

 鹿角市では令和 3年度の方向性として稼げる産業作りを目指しており、

農業や観光など、産業全体で鹿角モデルの事業を各課の担当班が検討し

ている。 

 鹿角市では少子化を要因とした産業各分野の担い手減少や後継者不足、

多様な資源を抱えているものの、十分な付加価値をつけられておらず稼

げるポテンシャルを活かせていないという現状がある。 

 そこで稼げる産業や楽しい産業、やりたくなる仕事となるような鹿角市

独自のビジネスモデルを創出するべく、産業・林業・農業・観光に加

え、政策企画課、デジタル行政の部署を中心にデータを活用した検討を

行っている。 

 今回は市民所得の向上という課題解決に向けて、製造業の労働生産性向

上を主なテーマとして分析した。 

 

（２）議論のポイント 

【現状分析 鹿角市の現状と課題】 

 鹿角市の人口推移を分析すると、2040 年には老年人口が生産年齢人口を上回

るとされている。転入出状況を分析すると、10 代後半～20 代前半は進学等に

よる転出超過、20 代後半は卒業等により転入超過となっている。しかし、転出

超過を補うだけの転入超過となっていない。 

 男性と女性の未婚率を比べると、男性の未婚率が上昇し続けており、全国・

県と比較しても高い水準にある。未婚率と年収の間には相関関係があり、所得

水準の低下による将来への不安が要因となっていると考えられる。 

鹿角市の大きな特徴は、電気業で大きく域外から所得を獲得している点が挙

げられる。豊富な再生可能エネルギーを生み出すまちであり、再生可能エネルギ

ー電力自給率は全国 36 位、市では 1位となっている。 

そのほか、自然の恵みが鹿角市の産業を支えており、市内製造業で付加価値額

を生み出しているのは食料品製造業、立地企業数では、温泉郷が３つ位置してい

ることもあり、飲食店や宿泊業といったサービス業の企業も多い。 

一方で、鹿角市の産業の労働生産性は低い。県や全国平均と比較しても低く、

近隣の自治地と比較してみても、仙北市より高いものの、大館市・小坂町・青森



県十和田市・岩手県八幡平市より低い。 

以上の分析から、鹿角市の産業の現状を強み・弱み・機会・脅威の要素に整理

した結果、「産業全体の労働生産性の低さ」が鹿角市の産業の問題点となってい

るのではないかと考えた。 

さらに産業全体でも、社会保障費や公共事業費に依存する「医療、福祉」「建

設業」ではなく、域外から所得を稼ぐことができる製造業の労働生産性に着目し

た。 

 

 

 

 

 

 

  



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



【施策提案】製造業の労働生産性を向上させるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●企業力強化促進事業 

 企業力強化アドバイザーを設置し、販路開拓、域外取引の拡大、人材育成に

よるコスト削減、財務分析、DX 分析 

⇒地場産業の巻き込み不足、給与水準の低さ、設備投資効果の分析が不十分と

いった要因の解決 

 

●企業立地促進事業 

  設備投資の助成による、労働装備率の向上 

 ⇒設備投資により労働生産性の向上につながっているものの、労働装備率や

設備生産性が低下している企業の支援 

 

 ●産業人材育成支援事業 

従業員の研修・資格取得にかかる費用を助成することによる、人材育成によ

るコストの削減、売り上げ向上 

⇒コスト削減に取り組む人材育成不足、人材育成にかける時間、資金不足の解

消 

 

 

 

 

 



（３）有識者によるデータ分析と意見 

 ●赤川 彰彦氏 

 ・地方創生とは、現状を認識して強みと弱みを理解し、強みを活かすこと。 

  持続可能な地方創生に取り組まなければならない。 

 ・そのためには、人口減少社会や少子超高齢化など国を取り巻く状況を理解

する必要がある。中でも人口減少社会は地方自治体にとって最も関係があ

る。 

 ・人口が 1人減ると、域内消費額が 125 万円減る。RESAS から鹿角市で減少

が予測される人口（12,226 人）を当てはめると、152 億 8,250 万円の域内

消費額が減少する。金額にして R3 年度の鹿角市の予算の 88.8％分の金額

になる。それゆえ、人口減少に対して危機感をもっていただきたい。 

 ・対策として観光がカギになるが、鹿角市の場合、日帰り宿泊者は 241 人、

宿泊は 59 人、外国人は９人集めて定住人口１人あたりの域内消費額 125

万円になる。 

 ・一方、製造業を分析すると、企業数割合は全国 10％に対して８％。付加価

値額や従業者数は鹿角市の産業内では３番目に位置している。 

 ・労働生産性を業種ごとに分析。生産性が高いのは鉱業、金融・保険業、電

気・ガス・熱供給・水道業などである。 

 ・財務省および中小企業庁の最新データで業種、企業規模別で労働生産性を

比較すると、製造業のほか、建設業や情報通信業でも小規模事業者、中小

企業と大企業では約２～３倍の差がある。労働生産性の低さを断定するに

は業種と規模を考慮に入れる必要がある。 

 ・鹿角市には縄文時代の大湯環状列石、1300 年の伝統芸能の大日堂舞楽や地

熱、森林、水力などの魅力的な地域資源がある。中でも世界の潮流である

カーボンニュートラルを進めるためにも、地産地消の自然エネルギーを最

大限活用し、それをいかに実現化させることが最も重要。 

 ・鹿角市は、「エネルギービジョン」を積極的に推進・実現化してほしい。

脱炭素社会におけるゼロカーボンシティの見本になれば、鹿角市の持続可

能な地方創生の展望が開ける。 

 

 ●水野 貴允氏 

 ・鹿角市では人口減少や産業構造など様々分析し仮説を立てているが、施策を

考える上で、仮説を一歩引いて考えてみることも有効。 

 ・業種や企業によって課題は異なるので、一段分けて仮説を考える。例えば産

業別に深掘りする、付加価値額の定義を読み直して分析する。 

 ・製造業を労働生産性（縦軸）と付加価値額（横軸）のグラフで分析してみる



と、業種によって方向性が変わってくる。鹿角市で言えば電気機械器具製造

業や食料品製造業は比較的儲かっているが生産性が低く、要強化の産業とい

える。 

 ・要強化の産業のうち、食料品製造業の生産性は近隣に比べて低いわけではな

いが、全国平均より低い理由を分析し生産性の高い自治体を探して比べるの

も１つ。または、地域ブランディングの方向性に軸足を置いてみる。 

 ・電子部品や電子機械器具は集積していそうな街を挙げて分析したが、鹿角市

は低いことがわかる。最終製品が少ないといった要因が考えられる。 

 ・上記３業種の付加価値額を向上させるために売上を伸ばすか、費用を減らす

かで打ち手を考えてみる。売上を伸ばすには単価を上げる、量を増やす。費

用を減らすにはコスト削減かコスト効率削減。 

 ・食料品製造業の IT 活用はコスト効率をあげる方向なので取り組みやすい。

売上を上げるには B to C になるので、ブランド化が効果的。より高単価で

買ってくれる人がどこにいるか、百貨店に置いてみるといった方向性、ター

ゲットを意識した価格設定などが一例。 

 ・電子部品、電気機械のコスト削減は市全体による共同購買、設備投資促進に

よる生産性向上が考えられるが、売上増加という観点では新規事業や製品開

発の支援、資源を活かした高付加価値型の産業を誘致するといったことが考

えられる。 

 ・生産性向上のために多様な人材活用とブランド作りの２点を提案。多様な人

材の活用は副業人材の活用。副業人材マッチングを行う企業に聞くと、都市

部人材の地域での副業は急速に広まっているが、都市部から離れていても副

業人材活用が進む鳥取県や島根県の事例がある一方で、東北は活用が進んで

いない。岩手県では遠恋複業課という取組をしている。 

 ・ブランド化の手法事例では、シンボル作り（三条市、小布施町）、海外との

関わりを持つことによるブランド向上、B to C 事例の活用が挙げられる。 

 



 

 



 

 

（４）ディスカッション 

【議論の内容】 

 ●生産性の向上について 

・具体的な数値で労働生産性の向上を分析できている。  

・今回の分析を基にさらなる課題の構造化や政策の立案につなげてほしい。 

・RESAS だけのデータに惑わされずに、他のデータ、現場や実態を考えること

も重要。結果が指す意味を真摯に理解して、何が必要か何をすべきかについ

ては経験も取り入れてほしい。 

・鹿角市の総合計画策定に RESAS を活用した。製造業にスポットを当てたが、

電子部品で大きく付加価値を生み出しているのが強みと認識している。生産

性を高めるために技術力や開発力の向上は重要と考えている。 

・労働生産性の向上という点では、令和 3 年度に経営発達支援計画の認定を

受けて進めており、小規模事業者の経営資源不足の解消、設備投資の支援を

することで生産性向上を図っている。 

 

●カーボンニュートラルの取組について 

・生産性向上ということだが、生産性を確保しつつ雇用を確保することが重要。



成長してなおかつ雇用を確保するのに必要なのは世界の潮流であるカーボ

ンニュートラル。強みを強みとして活かし、Scope３のオンリーワンの企業

を目指す。鹿角市のエネルギービジョンの基本方針にあるエネルギー産業の

育成することが重要。 

 ・鹿角市が生き残って行くには SDGs、ESG における環境の観点からエネルギー

を全面に押し出していく必要があると思っている。地域にその恩恵を行き渡

らせるために、かづのパワーを活かしたエネルギー施策をエネルギービジョ

ンに活かすことが不可欠。 

・カーボンフリーなものづくりについては、世界的に潮流が変わって大手企業

も Scope３企業との取引を求めているので、鹿角市の製造業や電気業にもカ

ーボンニュートラルに向けた Scope３取組も加えると強みになり、企業の発

展につながる。 

 

●外部人材の活用について 

 ・外部人材の活用の需要は縫製業、外国人労働者がいる企業ではあると思うが、

感覚としてはあまりない。まずは、事業所に情報提供する取組があるといい

のではないか。 

 ・人材活用の官民連携について、行政が民間に施策を提供するマッチング方法

は２つある。１つは地道に徐々に慣れてもらう。２つめは成功事例を作る。 

 ・今年度トヨタ自動車 OB の方による小集団改善活動ということで鹿角市内の

企業５社が参加している。副業人材の活用も提案しながら成功事例を作りた

い。 

 ・副業人材の活用について、副業サービスに登録している人材は首都圏で増え

ているが、東北で活用している中小企業が極端に少ない。地元にいないタイ

プの人が社長の右腕として入ることで会社が変わるという話もある。 

 

 ●域内消費額増加のために 

  域内消費額を増やすには観光以外ない。鹿角市の地域資源は国立公園、縄文

時代の大湯環状列石、1300 年の歴史を持つ大日堂舞楽などはその魅力度は

極めて高い。まちづくりとは地域の人たちが主役。主役が発信することが大

事だが、中でも中高生の発信は斬新。地域資産（自然、文化歴史、歴史遺産、

企業、特産物等）を見直すこと、地域に愛着を持つ中高生を大事にし、地域

の理解度を高めていけば、鹿角市に帰ってくる可能性が高くなる。 

 

●地域の魅力作りについて 

  コロナ後は、マイクロツーリズムが話題になっている。県民割などで今まで



来なかった客層が来たという話を聞いている。自分の住んでいる街の良さを

若い人が発信することが魅力作りや自分の街に対する愛着心の醸成に繋が

ると思う。SNS で少しヒットしただけで観光客が増える。 

 

 ●広域の自治体連携の検討 

団体客やインバウンドが戻ってきたときには、鹿角市だけ観光に来て帰る

ということは考えられないので、広域の自治体連携は必要と感じる。秋田県

で周遊できるような連携があると良いのではないか。 

 

●地域ブランディングの推進 

  ブランド化は２つの側面があり、濃い付き合いと高付加価値化がある。濃い

付き合いはリピートする理由や関係性があって深く浸透していく。高付加

価値化はターゲティングとそれに見合うコンテンツと接点づくり。一気に

やろうとすると時間がかかるので、まずできるところから小規模から始め

て徐々に広げていくと良いのではないか。 

 

【今後の方向性】 

 今後、鹿角市では設備投資の助成や人材育成のコスト削減に加えて、中小企

業診断士による財務分析、都市部の副業人材活用によって製造業の労働生産

性の向上、市民所得の増加を図る。そして市民所得を増加させることで未婚率

の減少、転入の増加といった持続可能な社会を目指す。 

 ただし、鹿角市が生き残っていくためにはエネルギーを打ち出していく必

要もあることから、地域新電力であるかづのパワーを活かしたエネルギー施

策をエネルギービジョンに盛り込み、積極的に推進していく。 

 

 

 

 

 

 


